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日本語の使い方はここ数年で変化しているのか。

近年急激に日本語が変わっているということをよく聞く。そこで実際に日本語の使い方に変化が起き
ているのか調べるために、一部の日本語の使い方が数年前から変わっているかについて調査する。

日本語が乱れていると言われる要因の一つに、「『ら』抜き言葉」、「『さ』入れ言葉」があり、先行研
究で「『ら』抜き言葉」、「『さ』入れ言葉」を使っている割合を調査しているものがあるので、それと今
回自分で集めたデータとを比べ、日本語の使い方に変化が起きているかを調べる。データは
google formを使って４０人にアンケート調査を行う。

４．考察

下に「ら」抜き言葉、「さ」入れ言葉を使った割合の今回の調査と令和二年度の調査の図がある。こ
の２つのデータで割合の差に大きく変化があるものに注目してほしい。

図１：今回の調査による二つの言い方の割合 図２：令和２年度の割合（引用）
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(ア)こんなにたくさんは食べられな
い/(イ)こんなにたくさんは食べれ…
（ア)朝5時に来られますか/(イ)朝5

時に来れますか

(ア)彼が来るなんて考えられない
/(イ)彼が来るなんて考えれない

(ア)明日は休ませていただきます
/(イ)明日は休まさせていただきます
(ア)今日はこれで帰らせてください
/(イ)今日はこれで帰らさせてくだ…

（ア） （イ）

今回の調査の結果から特に「食べ（られない/れ
ない）」、「来（られない/れない）」、 「考え（られな
い/れない）」には使い方に大きな変化が見られ
た。この３つは共通語においては適当ではない
とされている「『ら』抜き言葉」を使う割合が大きく
増えていた。このことから日本語の使い方には
変化が起きていることが分かった。しかし「休ま
（せて/させて）」、「帰ら（せて/させて）」に関して
はほとんど変化が見られなかったため、 「『ら』抜

き言葉」のほうが「『さ』入れ言葉」よりも急激に使
う割合が増えていることがわかる。これは「『さ』
入れ言葉」は敬語で話す時に使われるが「『ら』
抜き言葉」は日常の会話で使われることから変
化の速度に違いが出たのではないかと思う。日
常でつかわれる言葉は急速に変わっているが、
敬語など改まった場でつかわれる言葉にはさほ
ど変化は起きていないのではないか。

日本語の使い方はここ数年で変化し
ているのか、という問題に対して、アン
ケートを取ることで言葉の使われ方の
データを集め、今回のデータと先行研
究によるデータを比べることで言葉の
使い方の変化を調べた。言葉によっ
て差はあるものの一部の言葉の使い
方には大きな変化が見られた。


